
（6）第 224 号 調 布 市 議 会 だ よ り 日月年）年（平成28 2016 52 貊

●「年」及び「年度」については「平成」を表記していません。

（7） 第 224 号調 布 市 議 会 だ よ り日月年）年（平成28 2016 52 貊

●「年」及び「年度」については「平成」を表記していません。

案 件 に 対 す る 議 員 の 態 度
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案
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名

 〈議員提出議案〉 ○○……賛成　　×……反対

29

30

31

32

33

34

35

都市農地の保全と農業振興の推進に関する意見書提出について

ブラックバイト根絶のための的確な対策を求める意見書提出について

歯科衛生士不足解消のため返済免除制度のある「東京都修学資金貸与制度」
の実現を求める意見書提出について

地方大学の機能強化を求める意見書提出について

ブラッドパッチ療法の保険適用及び脳脊髄液減少症の治療推進を求める意見
書提出について

夜間中学の整備と拡充を求める意見書提出について

マイナンバー制度の円滑な運営に係る財源確保等自治体の負担軽減を求める
意見書提出について
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第４回定例会 〈態度の分かれた市長提出議案〉 ○○……賛成　　×……反対

94

101

102

104

111

122

平成27年度調布市一般会計補正予算（第２号）

調布市特定個人情報保護条例

調布市個人番号の利用に関する条例

調布市個人情報保護条例

調布市税賦課徴収条例の一部を改正する条例

調布市議会議員の議員報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例

結　
　

果

○ ○○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

○ ○○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○○ ×

○ ○○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○○ ×

○ ○○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○○ ×

○ ○○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○○ ×

○ ○○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ×

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

× × 議 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○

× × 議 × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○

× × 議 × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

○ ○○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ×

否　決

否　決

否　決

可　決

可　決

可　決

可　決

 〈満場一致で可決した市長提出議案〉

95

96

97

98

99

100

103

105

106

107

108

109

平成27年度調布市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）

平成27年度調布市下水道事業特別会計補正予算（第３号）

平成27年度調布市介護保険事業特別会計補正予算（第２号）

平成27年度調布市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）

調布市審議会等の会議の公開に関する条例

調布市行政不服審査会条例

調布市農業委員会委員定数条例

調布市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例等の一部を改正する条例

調布市情報公開条例の一部を改正する条例

調布市職員の公益的法人等への派遣等に関する条例の一部を改正する条例

調布市議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例の一部

を改正する条例

調布市立学校学校医，学校歯科医及び学校薬剤師の公務災害補償に関する条

例の一部を改正する条例

110

112～114

115

116

117

118

119

120

121

調布市国際交流基金条例の一部を改正する条例

市道路線の一部廃止について

東京都市公平委員会を共同設置する地方公共団体の数の増加及び東京都市公

平委員会共同設置規約の変更について

人権擁護委員の候補者の推薦について（井堀　哲氏）

人権擁護委員の候補者の推薦について（狩集　英昭氏）

平成27年度調布市一般会計補正予算（第３号）

調布市小型航空機墜落事故による生活再建支援資金貸付条例

調布市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例

調布市一般職の任期付職員の採用及び給与の特例に関する条例の一部を改正

する条例

【各会派の名称と人数】
　自…自由民主党創政会（10人）　チ…チャレンジ調布２１（７人）　公…公明党（５人）
　共…日本共産党（４人）　元…元気派市民の会（１人）　生…生活者ネットワーク（１人）
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果

 〈請願・陳情〉 ○○…採択　□□…趣旨採択　×…不採択　△△…継続審査

陳７

陳９

陳10

陳11

陳13

陳14

陳15

陳16

陳17

陳19

陳20

陳21

陳27

陳34

陳44

陳45

陳46

請願・陳情の提出者説明の改善を求める陳情

意見書提出にかかわる議員提出議案の本会議における審議方法の改善を求め
る陳情

請願・陳情の提出者説明の時間延長を求める陳情

請願・陳情の提出者説明の場で，委員の方々と活発な議論ができることを求
める陳情

公立図書館における青少年の健全たる育成等を阻害する図書の排除を求める
陳情

有害図書の定義の広範化及び調布市立図書館取り扱い図書の規制の強化を求
める陳情

調布市議会議場における市旗，都旗及び国旗の全ての掲揚等を求める陳情

調布市職員執務室の個室等の除去を求める陳情

安全保障関連２法（国際平和支援法，平和安全法制整備法）の廃止を求める
意見書採択についての陳情
　外　同趣旨の陳情　陳18・陳22・陳23・陳24・陳25・陳26・陳28・陳29・陳30・陳31

・陳32・陳33・陳35・陳36・陳37・陳38・陳39・陳40・陳41・陳42・陳43・陳47・陳48

　「現状の地方自治を憂う，調布市議会の意思表示の表明」を求める陳情

　「予算特別委員会と決算特別委員会の設置」を求める陳情

　「本会議，委員会の空気を穏やかなものにするために，慣例となっている議
会の言い回し，言葉遣いを改めること」を求める陳情

飛田給駅西側踏切の拡幅を求める陳情

安保法案についての再決議を求める陳情

議会運営委員会における請願・陳情審査のネット中継を求める陳情

市道の維持保全業務を強化することを求める陳情

平成26年12月～27年１月に実施した道路に関するアンケート調査の問５（そ
の他意見）の回答の詳細を公表することを求める陳情

× × 議 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○

□ □□ □ 議 □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □□ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □

× × 議 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○

× × 議 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × □ □ □ □ □ □□ □ □ □ □ □

× × 議 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×

× × 議 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×

× × 議 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×

× × 議 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×

× × 議 × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○

× × 議 × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○

× × 議 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × □ □ □ □ □ □□ □ □ □ □ □

× × 議 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × □ □ □ □ □ □□ □ □ □ □ □

○ ○○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

× × 議 × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○

□ □□ □ 議 □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □□ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □

□ □□ □ 議 □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ ○ ○ ○ ○ ○ ○□ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ ○ ○ ○ ○ ○ ○

× × 議 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × □ □ □ □ □ □□ □ □ □ □ □

不 採 択

趣旨採択

不 採 択

不 採 択

不 採 択

不 採 択

不 採 択

不 採 択

不 採 択

不 採 択

不 採 択

不 採 択

採　　択

不 採 択

趣旨採択

趣旨採択

不 採 択

●態度表（６・７面）内の「議」は議長で、議長は採決には加わりません。

●全ての案件は、12月16日に議決しました。

 〈市長報告〉

報18

報19

報20

報21

専決処分の報告について（普通自動車の接触により物件に損害を与えた事故について、損害賠償額が決定したもの）

専決処分の報告について（市が管理する樹木の枝の落下により物件に損害を与えた事故について、損害賠償額が決定したもの）

専決処分の報告について（普通自動車の接触により物件に損害を与えた事故について、損害賠償額が決定したもの）

専決処分の報告について（普通自動車の接触により物件に損害を与えた事故について、損害賠償額が決定したもの）

自 自 自 自 自 自 自 自 自 自 チ チ チ チ チ チ チ 公 公 公 公 公 共 共 共 共 元 生

討 論
　採決の結果、それぞれ起
立多数で可決しました。

市長提出議案
に対する

第　

号　

特
定
個
人
情
報
保
護

　
　
　
　

条
例
・
・
・
・
・
①

第　

号　

個
人
番
号
の
利
用
に

　
　
　
　

関
す
る
条
例
・
・
②

第　

号　

個
人
情
報
保
護
条
例

　
　
　
　

の
全
部
改
正
・
・
③

第　

号　

市
税
賦
課
徴
収
条
例

　
　
　
　

の
一
部
改
正
・
・
④

　
【
４
議
案
に
対
す
る
討
論
】

反　

対
＝
日
本
共
産
党

　

こ
れ
ら
４
件
の
議
案
は
い
ず
れ
も

個
人
番
号
法
を
根
拠
と
し
て
制
定
・

改
正
さ
れ
る
条
例
。
第
102
号
は
氏
名

住
所
な
ど
の
特
定
個
人
情
報
の
市
役

所
内
で
の
庁
内
連
携
に
係
る
条
例
制

定
。
個
人
番
号
の
利
用
は
税
制
・
社

会
保
障
・
防
災
に
限
る
と
さ
れ
る
が
、

個
人
番
号
法
第
３
条
で
は
税
制
そ
の

他
の
分
野
に
、
と
明
確
に
う
た
っ
て

い
る
。
将
来
的
に
３
分
野
以
外
へ
の

適
用
拡
大
が
懸
念
さ
れ
、
国
民
に
と

っ
て
は
リ
ス
ク
が
大
き
過
ぎ
る
。
個

人
番
号
法
に
基
づ
く
第
102
号
と
、
個

人
情
報
の
取
り
扱
い
に
係
る
２
条
例

に
反
対
。
第
111
号
は
納
税
者
の
申
請

に
よ
る
換
価
猶
予
な
ど
評
価
面
も
あ

る
が
、
個
人
番
号
導
入
と
い
う
点
は

認
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
反
対
。

反　

対
＝
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
、
個
人
情

報
流
失
の
損
害
や
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

の
侵
害
が
懸
念
さ
れ
る
。
し
か
し
、

政
府
は
今
後
も
医
療
・
証
券
分
野
等

へ
の
利
用
を
拡
大
す
る
見
通
し
だ
が
、

連
携
が
ふ
え
る
ほ
ど
、
情
報
漏
え
い

の
危
険
性
は
増
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
交
付
時
に
は
パ
ス
ワ
ー
ド

が
必
要
で
あ
り
、
御
高
齢
の
方
な
ど

に
と
っ
て
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
な
る

こ
と
は
明
ら
か
。
カ
ー
ド
の
交
付
は

義
務
で
は
な
く
任
意
で
あ
る
こ
と
の

周
知
を
図
れ
。
日
本
年
金
機
構
か
ら

個
人
情
報
が
流
失
す
る
事
態
が
起
き

た
が
、
個
人
情
報
の
管
理
体
制
の
未

熟
な
我
が
国
に
お
い
て
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
制
度
を
導
入
す
る
こ
と
に
は
賛
成

で
き
ず
、
こ
れ
ら
の
条
例
に
も
反
対
。

　
【
②
・
④
に
対
す
る
討
論
】

賛　

成
＝
自
由
民
主
党
創
政
会

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
公
正
公
平

な
社
会
の
実
現
に
資
す
る
基
盤
。
第

102
号
は
市
独
自
に
個
人
番
号
を
利
用

す
る
事
務
を
定
め
た
。
各
種
申
請
書

の
添
付
書
類
の
省
略
な
ど
市
民
負
担

は
軽
減
。
ほ
か
の
市
民
サ
ー
ビ
ス
へ

つ
な
が
る
可
能
性
も
。
庁
内
連
携
や

自
治
体
間
の
情
報
提
供
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
で
事
務
効
率
化
。
情
報
管
理
に
は

万
全
を
。
第
111
号
は
税
制
改
正
に
伴

う
猶
予
制
度
と
の
整
合
を
図
る
も
の
。

納
税
者
へ
の
よ
り
柔
軟
な
対
応
が
可

能
に
。
番
号
法
施
行
に
よ
る
規
定
整

備
で
は
各
種
証
明
書
の
添
付
が
不
要

と
な
る
な
ど
市
民
の
利
便
性
は
大
き

く
向
上
。
自
治
体
間
の
情
報
連
携
で

課
税
事
務
も
効
率
化
。
情
報
の
安
全

か
つ
適
切
な
管
理
の
徹
底
を
。
賛
成
。

　
【
①
・
③
に
対
す
る
討
論
】

賛　

成
＝
公　

明　

党

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
、
行
政
の

効
率
化
、
国
民
の
利
便
性
向
上
、
公

平
公
正
な
社
会
実
現
の
基
盤
と
し
て

社
会
保
障
・
税
・
災
害
対
策
の
分
野

で
利
用
す
る
も
の
だ
が
、
市
民
の
個

人
情
報
保
護
に
万
全
を
期
す
こ
と
が

第
一
。
第
101
号
は
特
定
個
人
情
報
の

取
り
扱
い
に
つ
い
て
定
め
、
庁
内
、

さ
ら
に
委
託
先
や
代
理
人
に
も
厳
格

な
保
護
措
置
を
求
め
る
も
の
。
第
104

号
は
個
人
情
報
取
り
扱
い
の
基
本
的

事
項
を
定
め
、
市
が
保
有
す
る
個
人

情
報
の
届
け
出
・
管
理
・
提
供
に
至

る
厳
格
な
保
護
措
置
の
流
れ
と
市
民

の
権
利
の
保
障
を
明
確
に
し
た
。
個

人
情
報
保
護
に
つ
い
て
条
例
で
の
明

文
化
は
必
要
。
市
民
が
安
心
で
き
る

丁
寧
な
情
報
提
供
を
要
望
し
、
賛
成
。

反　

対
＝
元
気
派
市
民
の
会

　

市
長
は
、
地
方
創
生
は
地
方
と
の

共
存
共
栄
の
観
点
か
ら
日
本
全
体
の

課
題
と
し
て
取
り
組
む
と
し
て
い
る
。

こ
の
補
助
金
を
活
用
し
て
、
我
が
ま

ち
の
発
展
だ
け
に
つ
な
が
る
「
映
画

の
ま
ち
調
布
」
推
進
事
業
の
予
算
化

に
つ
い
て
は
疑
問
。
被
災
地
に
寄
り

添
い
、
我
が
ま
ち
の
繁
栄
だ
け
で
な

く
お
互
い
に
支
え
合
っ
て
い
く
の
が

地
方
創
生
で
は
な
い
か
。
反
対
。

賛　

成
＝
チ
ャ
レ
ン
ジ
調
布

　

保
育
従
事
職
員
の
処
遇
改
善
や
保

育
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
、
学
童
ク
ラ
ブ

整
備
、
特
別
支
援
教
室
の
開
設
準
備
、

　
「
映
画
の
ま
ち
調
布
」
の
推
進
、
防

災
対
策
等
適
切
な
取
り
組
み
を
評
価
。

市
内
事
業
者
の
受
注
機
会
確
保
に
つ

な
が
る
公
共
建
築
物
や
道
路
の
老
朽

化
対
策
、
無
電
柱
化
等
、
必
要
経
費

が
適
切
に
計
上
。
健
全
な
財
政
運
営

　
【
①
・
②
・
④
に
対
す
る
討
論
】

賛　

成
＝
元
気
派
市
民
の
会

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
に
賛
成
の
立
場

で
は
な
い
が
、
全
国
民
に
個
人
番
号

が
当
て
ら
れ
た
法
定
受
託
事
務
の
た

め
、
現
在
は
社
会
保
障
・
税
・
災
害

対
策
の
３
分
野
に
つ
い
て
行
う
も
の

と
理
解
。
第
101
号
は
制
度
に
よ
る
市

民
の
個
人
情
報
を
保
護
す
る
内
容
。

第
102
号
は
主
に
福
祉
分
野
の
庁
内
連

携
の
内
容
で
、
条
例
制
定
し
な
い
と

市
民
へ
従
来
ど
お
り
の
サ
ー
ビ
ス
が

困
難
な
こ
と
か
ら
の
提
案
。
第
111
号

は
市
民
の
立
場
に
立
っ
た
納
税
者
の

負
担
を
軽
減
す
る
改
正
と
税
の
申
告

手
続
の
整
備
で
、
税
制
上
や
む
を
得

な
い
改
正
と
理
解
。
法
に
罰
則
規
定

は
な
い
。
個
人
番
号
を
提
出
し
な
い

市
民
へ
の
配
慮
と
番
号
が
悪
用
さ
れ

な
い
た
め
の
検
討
を
要
望
。
賛
成
。

の
堅
持
、
課
題
対
応
を
期
待
。
賛
成
。

賛　

成
＝
公　

明　

党

　

本
補
正
予
算
の
歳
出
で
は
、
保
育

人
材
の
確
保
や
学
童
ク
ラ
ブ
新
設
等

の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
や
、
路
面

下
空
洞
化
調
査
等
、
安
全
・
安
心
事

業
の
実
施
を
評
価
。
ま
た
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
見
据

え
た
整
備
予
算
も
計
上
。
歳
入
で
は
、

国
・
都
の
補
助
金
の
最
大
限
の
確
保

に
努
め
、
適
切
に
計
上
。
今
後
も
、

健
全
な
財
政
運
営
を
要
望
。
賛
成
。

反　

対
＝
日
本
共
産
党

　

理
由
の
第
１
は
特
別
職
報
酬
等
審

議
会
に
諮
ら
れ
て
い
な
い
。
第
２
は
、

議
員
の
期
末
手
当
が
職
員
の
期
末
・

勤
勉
手
当
の
算
定
の
例
に
よ
る
こ
と

の
根
拠
と
な
る
明
文
規
定
が
な
い
。

第
３
は
現
在
の
社
会
経
済
状
況
の
も

と
で
の
引
き
上
げ
は
疑
問
。
経
済
動

向
の
マ
イ
ナ
ス
の
状
態
が
続
く
中
、

議
員
の
期
末
手
当
を
上
げ
る
こ
と
に

市
民
の
納
得
は
得
ら
れ
な
い
。
反
対
。

賛　

成
＝
チ
ャ
レ
ン
ジ
調
布

　

市
議
会
議
員
の
期
末
手
当
支
給
割

合
は
、
こ
れ
ま
で
も
都
人
事
委
員
会

の
勧
告
内
容
を
基
準
と
し
、
引
き
下

げ
も
含
む
支
給
割
合
が
決
定
さ
れ
て

き
て
い
る
。
期
末
手
当
の
算
定
基
礎

と
な
る
報
酬
月
額
は
、
特
別
職
報
酬

等
審
議
会
に
よ
る
公
平
公
正
な
議
論

が
な
さ
れ
た
上
で
の
決
定
と
認
識
し

て
お
り
、
今
回
の
支
給
割
合
の
改
正

は
妥
当
と
判
断
。
賛
成
。

反　

対
＝
元
気
派
市
民
の
会

　

市
職
員
の
期
末
手
当
引
き
上
げ
を

議
員
報
酬
に
連
動
さ
せ
た
も
の
。
議

員
報
酬
を
議
論
す
る
報
酬
等
審
議
会

で
も
議
員
の
期
末
手
当
の
決
め
方
は

曖
昧
だ
と
委
員
会
審
査
で
わ
か
っ
た
。

市
税
収
入
は
過
去
最
高
だ
が
、
市
民

生
活
は
厳
し
い
。
市
民
に
寄
り
添
っ

て
政
策
提
案
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は

市
民
に
痛
み
を
伴
っ
た
議
決
も
す
る

立
場
か
ら
賛
成
で
き
な
い
。
反
対
。

第　

号　

平
成　

年
度
調
布
市
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